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― 1

農業の振興 

水産業（金魚養殖等）の振興 

A

（７）内水面養殖漁業の振興
・弥富金魚漁業協同組合へ補助金を交付し、金魚の品質向上、生産向上及び後継者育
成などの取組を支援し、イベント等で金魚の魅力をＰＲ、情報発信することにより、
金魚養殖の振興を図ります。

弥富金魚漁業協同組合へ補助金を交付し、金魚の品質管理や生産向上な
どの支援を行いました。『金魚脱出大作戦』等のイベントにおいて、金
魚の魅力をＰＲ、情報発信を実施しました。

観光課

目標13.　気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

目指すべきまちの姿 効率的で安定的な経営改善が進み、魅力とやりがいのある「農水産業」が営まれています。

評価
【ＣＨＥＣＫ】

（１）農業生産基盤の充実【重点施策】
 ・農業者が安定的、効率的に営農できる体制を整えるため、国、県、関係機関等と連
携し、用水の安定確保及び排水不良の改善を目的としたかんがい排水施設の整備・更
新を行い、農業生産基盤を充実させます。

県施工により鍋田第３地区始め５地区の農業用管水路の更新工事を計画
通り実施しました。引き続き計画的な施設の更新に努めます。

産業振興課 A

（５）地産地消の促進
・学校給食や福祉施設などへの農産物供給体制の整備、市内商業施設との連携、ＰＲ
活動の強化等により地産地消を促進します。

令和４年度は夏と秋に市内のイベントに参加し、積極的なPR活動を行う
ことができました。今後も関係機関と連携して安価で安定的な県内産農
産物の供給体制を確立する必要があります。

産業振興課

（２）多様な担い手の育成・確保
・農業経営の指導・安定強化と農地利用集積や農作業受委託の促進等により、耕作放
棄地の発生を防ぎ、意欲と能力のある営農組織の育成・確保に努めるほか、研修・交
流会などの就農支援施策を推進します。

（３）農産物の生産性の向上、高品質化の促進
・国、県、関係機関等との連携のもと、指導・支援体制の強化を図り、効率的な生産
技術の導入や作付けの集団化、機械・施設の導入により、生産性向上や高品質化、特
産品開発を促進します。

この１年間の成果及び反省点【ＤＯ】 担当課

（６）農業の６次産業化の研究・推進
・農業者の雇用・所得確保、集落定住社会の構築など、農業生産と加工・販売の一体
化や、地域の資源を活用する新規産業の創出など、６次産業化の実現に向けた取組を
推進します。

令和４年度は、既存の農家が事業拡大のため、新たな事業を始めること
により、国の交付金を受けるための支援を行うことができました。今後
も支援を続け６次産業化の推進を行う必要があります。

SDGs
連携分野

目標２.　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する

目標７.　すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアク
セスを確保する

目標８.　包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きが
いのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する

目標９.　強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進
及びイノベーションの推進を図る

目標11.　包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実
現する

（４）環境保全型農業の促進
・食の安全・安心、消費者への信頼確保、環境保全に向けて有機・減農薬栽培の促進
や廃プラスチック類等の農業関連廃棄物の適正処理・リサイクルなど、環境保全型農
業を促進します。

農地中間管理事業により担い手に農地の集積・集約が図られ、耕作放棄
地の発生を防ぎました。農地中間管理事業の地域単位の活用があり、集
積面積が増加しました。ＪＡが積極的に農地中間管理事業の利用推進を
行っているため、担い手への農地利用集積が円滑に行われました。

令和４年度はトマト栽培施設の整備(環境モニタリング装置等の設置)お
よび農業機械の導入（色彩選別機、ドローンの導入）を行うことにより
生産性の向上および作業の省力化やコスト削減を行うことができまし
た。今後も生産性の向上や省力化、コスト削減に資する施設整備を行う
必要があります。

地球温暖化防止に効果のある堆肥の施用や、化学肥料・化学合成農薬を
使用しないことで生物多様性保全に効果のある有機農業に取り組むこと
ができました。今後も有機農業については国際水準へ精度を高めること
が求められるため、関係機関と連携を取り、その体制づくりを指導する
必要があります。

産業振興課

産業振興課

産業振興課

●主要施策と概要【ＰＬＡＮ】

施策コード 基本目標 【産業・雇用】 人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち 

４ １ 施策目標 農水産業の振興 

第２次総合計画施策評価シート《令和４年度分》

％ 19.9 ➚

●施策目標に対する市民満足度 単位
現状値

(平成29年度)
目指す方向性

中間値
(令和４年度)

19.4

％ 16.4 ➚

A

A

A

A

A

産業振興課



(１) 農業用管水路の整備延長 

(２) 担い手への農地の利用集積面積 

(４) 環境保全効果の高い営農活動実施面積 

(５) 地産地消ＰＲ件数 

(５) 各種団体による即売会件数

(６) ６次産業化への取組件数 

地域資源を活用した６次産業化に興味がある生産者や事業者と情報を連
携し、６次産業化に伴う総合化事業計画などの推進を図ってまいりま
す。

対象外

対象外

現状維持

現状維持

(1-2)

(1-3)

環境保全型農業直接支払補助事業

地産地消促進事業

６次産業化活動促進事業

県営特定農業用管水路特別対策事業負担金事業
（地盤沈下対策事業（用水路事業分）含む）

多面的機能支払交付金事業

機構集積協力交付金事業

経営体育成支援補助事業 産業振興課

対象外

(３)経営発展・効率化に必要な農業用機械・施設の導入に対する補助件数（累積）

●成果指標 単位
現状値 各年度の実績値

目標値
(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度令和４年度

km 36.5 54.6 64.4 74.6 101.1 149.783.7

3

ha 650 752 1,000900

10 15

748

5

774

9

ha

件

件

件

4

55

1

6

1

件

事業
No

実施計画に係る事業名 担当部署 今後の進め方【ＡＣＴＩＯＮ】

(1-1) 県営経営体育成基盤整備事業 産業振興課 対象外 対象外

(3)

(４)

(5)

(6)

産業振興課

産業振興課

産業振興課

対象外

対象外

対象外

産業振興課

産業振興課

産業振興課

(2)

対象外

対象外

対象外

対象外

本市のイベントである「やとみ青空市」の場におきまして、地産地消と
して地元農産物の消費拡大を推し進めるため、事業の一環としまして米
消費拡大である米の無料配布を行い、地元農産物に対する地産地消のＰ
Ｒを行ってまいります。

施策の今後の方針
【ＡＣＴＩＯＮ】

農業農村整備事業管理計画に基づき用排水施設整備や排水機場整備事業に対し、継続的に財政支援等を行い事業推進を図り農業基盤整備の充実を図る必要があ
ります。また、水路や農道等の整備については、多面的機能支払い交付金制度を活用し、地域活動組織が実施する保全管理活動を支援していく必要がありま
す。農地中間管理機構の利用促進を図り、担い手への農地利用集積を行い優良農地の保全をしていく必要があります。有機農業や減農薬栽培技術を積極的に取
り入れ、人や地球環境に配慮した農業を推進していく必要があります。地産地消及び６次産業化を推進し、消費拡大や新たな産業の創出などを図っていく必要
があります。

1

85

5

9

5

74

0

2

85

3

8

3

74

4

4

1

74

2

6

1

765

14

74

0

1

1



事業Ｎｏ

(1-1)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

主要施策

主要事業

目標２.　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する

目標９.　強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る

目標13.　気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

事業概要 関連する
個別計画・
根拠法令等

土地改良法

事業の開始・
終了

排水路整備をすることで、水田地帯の安定的な排水機能
を確保し、汎用水田の拡大、生産性の向上、維持管理に
係る労力の低減を図るとともに、水田主体の担い手農家
の農地集積を促進することにより農業経営の安定化を図
ります。

令和元 年度 終了年度 令和６ 年度

施工後50年以上経過した排水施設の整備を実施すること
により、安定的な排水機能を確保します。

開始年度

県営経営体育成基盤整備事業 産業振興課 基盤整備グループ 令和5年7月14日

SDGs
連携分野

事業目的
主な協働・
関連団体等

愛知県

基本計画

4 【産業・雇用】 人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち 重点施策

1 農水産業の振興 

○
1

農業生産基盤の充実

県営経営体育成基盤整備事業

基本目標

施策目標



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

令和５年度（計画） 令和６年度（計画）令和４年度（計画）

評価視点

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

評価の結果

評価対象外

評価対象外

評価対象外

評価対象外

2,168

0

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

県営事業負担金

事業費
（直接経費）

2,168

0

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

県営事業負担金

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

23,865

9,900

23,865

9,900

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

課長意見 方向性

対象外

900

10

85

3

8

項目

3

(１) 農業用管水路の整備延長 

(３)経営発展・効率化に必要な農業用機械・施設の導入に対する補助件数（累積）

(４) 環境保全効果の高い営農活動実施面積 

(５) 地産地消ＰＲ件数 

(５) 各種団体による即売会件数

(６) ６次産業化への取組件数 

(２) 担い手への農地の利用集積面積 

件

ha

件

件

件

ha

km

必要性

効率性

妥当性

施策への貢献度

(補助額)

2,167

令和２年度

0

令和４年度（実績）

(補助額)

(補助額)

0

令和10年度

事業内訳

合　　　計

事業費
（直接経費）

(補助額)

(補助額)

県営事業負担金

内訳
（具体的な内容）

(補助額) 0

0

成果指標 単位

2,167

事業費
（直接経費）

現状値

令和３年度 令和５年度 令和５年度

各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和４年度

15036.5 54.6 101

650

4

1,000

15

85

5

9

5

55

1

6

1

748

5

74

2

6

1

対象外

指標の分析



事業Ｎｏ

(1-2)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

事業目的

石綿を含有する農業用水管（石綿セメント管等）の除
去・更新を行うことにより、石綿に起因する健康障害等
の影響を未然に防止し、農業経営の安定を図ります。

主な協働・
関連団体等

愛知県

SDGs
連携分野

目標２.　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する

目標９.　強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る

目標13.　気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

県営特定農業用管水路特別対策事業負担金事業
（地盤沈下対策事業（用水路事業分）含む）

産業振興課 基盤整備グループ 令和5年7月14日

基本計画

基本目標 4 【産業・雇用】 人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち 重点施策

施策目標 1 農水産業の振興 

○主要施策
1

農業生産基盤の充実

主要事業
県営特定農業用管水路特別対策事業負担金事業
（地盤沈下対策事業（用水路事業分）含む）

事業概要

愛知県が実施する石綿を含有する農業用水管の除去・更
新について、その事業費の一部を負担します。

関連する
個別計画・
根拠法令等

土地改良法

事業の開始・
終了

開始年度 平成21 年度 終了年度 令和10 年度



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

32,200

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

県営事業負担金

35,952

38,400

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

県営事業負担金

42,786

令和４年度

83.7

内訳
（具体的な内容）

県営事業負担金

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

42,786

38,400

(１) 農業用管水路の整備延長 

(３)経営発展・効率化に必要な農業用機械・施設の導入に対する補助件数（累積）

(４) 環境保全効果の高い営農活動実施面積 

(５) 地産地消ＰＲ件数 

(５) 各種団体による即売会件数

(６) ６次産業化への取組件数 

(２) 担い手への農地の利用集積面積 

内訳
（具体的な内容）

事業費
（直接経費）

県営事業負担金 36,762 28,911

事業費
（直接経費）

事業費
（直接経費）

35,952

令和５年度（計画） 令和６年度（計画）令和４年度（計画）

(補助額) 32,900 25,90032,200

(補助額)

(補助額)

(補助額)

25,900

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度

(補助額) 32,900

令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度

事業内訳

令和４年度（実績）

合　　　計 36,762 28,911

(補助額)

km 36.5 54.6 64.4 77.6 101.1 149.7

ha 650 748 900 1,000

10 15

ha 55 74 85 85

件 4 5

3 5

件 6 6 8 9

件 1 2

3 5件 1 1

必要性

効率性

指標の分析 令和５年度以降についても、石綿を含む農業用水管が多く残っているため、事業を続けていく必要があります。

項目 評価視点

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

評価の結果

評価対象外

評価対象外

対象外

妥当性

施策への貢献度

課長意見 方向性

対象外

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

評価対象外

評価対象外



事業Ｎｏ

(1-3)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

事業目的

農業・農村が有する多面的機能の維持・発揮を図るた
め、地域活動組織が実施する共同活動に対し支援を行
い、地域資源の適切な保全管理を推進します。

主な協働・
関連団体等

愛知県

SDGs
連携分野

目標11.　包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する

多面的機能支払交付金事業 産業振興課 基盤整備グループ 令和5年7月14日

基本計画

基本目標 4 【産業・雇用】 人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち 重点施策

施策目標 1 農水産業の振興 

○主要施策
1

農業生産基盤の充実

主要事業 多面的機能支払交付金事業

事業概要

地域活動組織が共同で実施する水路や農道等の保全管理
活動等に対して、地域の農地面積に応じて活動費用を補
助します。

関連する
個別計画・
根拠法令等

農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法
律

事業の開始・
終了

開始年度 平成19 年度 終了年度 令和10 年度



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

104,661

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

多面的機能支払事
業補助金

139,550

104,661

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

多面的機能支払事
業補助金

139,550

令和４年度

内訳
（具体的な内容）

多面的機能支払事
業補助金

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

139,550

104,661

(１) 農業用管水路の整備延長 

(３)経営発展・効率化に必要な農業用機械・施設の導入に対する補助件数（累積）

(４) 環境保全効果の高い営農活動実施面積 

(５) 地産地消ＰＲ件数 

(５) 各種団体による即売会件数

(６) ６次産業化への取組件数 

(２) 担い手への農地の利用集積面積 

内訳
（具体的な内容）

事業費
（直接経費）

多面的機能支払事
業補助金

124,980 139,550

事業費
（直接経費）

事業費
（直接経費）

139,550

令和５年度（計画） 令和６年度（計画）令和４年度（計画）

(補助額) 93,735 104,661104,661

(補助額)

(補助額)

(補助額)

104,661

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度

(補助額) 93,735

令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度

事業内訳

令和４年度（実績）

合　　　計 124,980 139,550

(補助額)

km 36.5 54.6 101 150

ha 650 748 900 1,000

10 15

ha 55 74 85 85

件 4 5

3 5

件 6 6 8 9

件 1 2

3 5件 1 1

必要性

効率性

指標の分析

項目 評価視点

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

評価の結果

評価対象外

評価対象外

対象外

妥当性

施策への貢献度

課長意見 方向性

対象外

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

評価対象外

評価対象外



事業Ｎｏ

(2)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

事業概要

農地中間管理機構へ農地を貸し出す出し手のうち、要件
の合う出し手に対して協力金を支払います。

関連する
個別計画・
根拠法令等

弥富市農業振興対策事業補助金交付要綱

事業の開始・
終了

開始年度 平成27 年度 終了年度 令和10 年度

事業目的

農地利用集積の促進により、耕作放棄地の発生を防ぎ、
意欲と能力のある営農組織の育成・確保を図ります。

主な協働・
関連団体等

愛知県

公益財団法人 愛知県農業振興基金

あいち海部農業協同組合

SDGs
連携分野

目標２.　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する

基本計画

基本目標 4 【産業・雇用】 人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち 重点施策

施策目標 1 農水産業の振興 

主要施策
2

多様な担い手の育成・確保

主要事業 機構集積協力交付金事業

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

機構集積協力交付金事業 産業振興課 農業振興グループ 令和5年7月14日



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

2,880

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

経営転換協力金

地域集積協力金

2,880

2,880

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

経営転換協力金

地域集積協力金

2,880

令和４年度

774

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

地域集積協力金

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

1,500

1,500

(１) 農業用管水路の整備延長 

(３)経営発展・効率化に必要な農業用機械・施設の導入に対する補助件数（累積）

(４) 環境保全効果の高い営農活動実施面積 

(５) 地産地消ＰＲ件数 

(５) 各種団体による即売会件数

(６) ６次産業化への取組件数 

(２) 担い手への農地の利用集積面積 

対象外

指標の分析 地域でまとまった中間管理事業の活用事案があり、農地の利用集積面積が増加しました。

項目

妥当性

施策への貢献度

必要性

効率性

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

評価対象外

評価対象外

評価対象外

評価対象外

課長意見 方向性

対象外

評価視点 評価の結果

3 5件 1 1

3 5

件 6 6 8 9

件 1 2

10 15

ha 55 74 85 85

件 4 5

km 36.5 54.6 101 150

ha 650 748 765 752 900 1,000

1,380

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度

(補助額) 2,580

令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度

事業内訳

令和４年度（実績）

合　　　計 2,580 1,380

(補助額)

(補助額)

(補助額)

1,380(補助額) 2,520 1,3801,380

2,520 1,380

(補助額) 60

地域集積協力金 1,380

1,500

1,380

内訳
（具体的な内容）

事業費
（直接経費）

経営転換協力金 60

事業費
（直接経費）

事業費
（直接経費）

1,500

令和５年度（計画） 令和６年度（計画）令和４年度（計画）



事業Ｎｏ

(3)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

事業概要

効率的な生産や作付けの集団化を目的とし、高性能機械
や施設を導入・更新する農業者及び農業団体に補助金を
支払います。

関連する
個別計画・
根拠法令等

弥富市野菜集団産地整備事業補助金交付要綱

弥富市経営体育成支援事業補助金交付要綱

事業の開始・
終了

開始年度 平成25 年度 終了年度 令和10 年度

事業目的

国、県、関係機関等との連携のもと、指導・支援体制の
強化を図り、効率的な生産技術の導入や作付けの集団
化、機械・施設の導入により、生産性向上や高品質化、
特産品開発を促進します。 主な協働・

関連団体等

海部南部地域農業再生協議会

SDGs
連携分野

目標２.　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する

基本計画

基本目標 4 【産業・雇用】 人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち 重点施策

施策目標 1 農水産業の振興 

主要施策
3

農産物の生産性の向上、高品質化の促進

主要事業 経営体育成支援補助事業

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

経営体育成支援補助事業 産業振興課 農業振興グループ 令和5年7月18日



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

5,990

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

トマト栽培設備等
の導入

20,507

25,442

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

トマト栽培設備等
の導入

82,281

令和４年度

9

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

トマト栽培設備等
の導入

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

0

0

(１) 農業用管水路の整備延長 

(３)経営発展・効率化に必要な農業用機械・施設の導入に対する補助件数（累積）

(４) 環境保全効果の高い営農活動実施面積 

(５) 地産地消ＰＲ件数 

(５) 各種団体による即売会件数

(６) ６次産業化への取組件数 

(２) 担い手への農地の利用集積面積 

対象外

指標の分析 設備投資の支援を行うことにより、生産性の向上および作業の省力化やコスト削減を行うことができた。

項目

妥当性

施策への貢献度

必要性

効率性

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

評価対象外

評価対象外

評価対象外

評価対象外

課長意見 方向性

対象外

評価視点 評価の結果

3 5件 1 1

3 5

件 6 6 8 9

件 1 2

10 15

ha 55 74 85 85

件 4 5 14 3

km 36.5 54.6 101 150

ha 650 748 900 1,000

10,000

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度

(補助額) 13,311

令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度

事業内訳

令和４年度（実績）

合　　　計 75,108 30,000

(補助額)

(補助額)

0(補助額) 3,552 00

10,000

ヒートポンプの導
入他1件

11,722 0

(補助額) 6,759 25,442

0

5,990

0

41,496 30,000

(補助額) 3,000 0

環境モニタリング
装置の導入他5件

82,281

0

20,507

内訳
（具体的な内容）

事業費
（直接経費）

色彩選別機の導入 21,890 0

事業費
（直接経費）

事業費
（直接経費）

0

令和５年度（計画） 令和６年度（計画）令和４年度（計画）



事業Ｎｏ

(４)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

事業概要

地球温暖化防止の観点から、農地土壌への炭素貯留に効
果の高い堆肥を施用する組織に補助金を支払います。ま
た、生物多様性保全の観点から、化学肥料・農薬を使用
しない有機農業に取り組む組織に対し補助金を支払いま
す。 関連する

個別計画・
根拠法令等

弥富市園芸農産振興対策事業補助金等交付要綱

事業の開始・
終了

開始年度 平成19 年度 終了年度 令和10 年度

事業目的

有機・減農薬栽培の促進や廃プラスチック類等の農業関
連廃棄物の適正処理・リサイクル等の実施により、食の
安全・安心、消費者への信頼確保、環境保全につなげま
す。 主な協働・

関連団体等

SDGs
連携分野

目標２.　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する

目標13.　気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

基本計画

基本目標 4 【産業・雇用】 人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち 重点施策

施策目標 1 農水産業の振興 

主要施策
4

環境保全型農業の促進

主要事業 環境保全型農業直接支払補助事業

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

環境保全型農業直接支払補助事業 産業振興課 農業振興グループ 令和5年7月14日



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

2,760

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

炭素貯留に効果の高い堆
肥施用への補助金

有機農業に対する
補助金

3,800

2,760

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

炭素貯留に効果の高い堆
肥施用への補助金

有機農業に対する
補助金

3,680

令和４年度

74

内訳
（具体的な内容）

炭素貯留に効果の高い堆
肥施用への補助金

(補助額)

有機農業に対する
補助金

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

3,080

2,310

(１) 農業用管水路の整備延長 

(３)経営発展・効率化に必要な農業用機械・施設の導入に対する補助件数（累積）

(４) 環境保全効果の高い営農活動実施面積 

(５) 地産地消ＰＲ件数 

(５) 各種団体による即売会件数

(６) ６次産業化への取組件数 

(２) 担い手への農地の利用集積面積 

対象外

指標の分析
環境問題に対する関心が高まる中、農業においても環境保全に留意した取り組みが求められています。そのような中、有
機農業等に取り組むことにより、地球温暖化防止や生物多様性保全に積極的に貢献することができました。

項目

妥当性

施策への貢献度

必要性

効率性

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

評価対象外

評価対象外

評価対象外

評価対象外

課長意見 方向性

対象外

評価視点 評価の結果

3 5件 1 1

3 5

件 6 6 8 9

件 1 2

10 15

ha 55 74 74 74 85 85

件 4 5

km 36.5 54.6 101 150

ha 650 748 900 1,000

2,760

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度

(補助額) 2,427

令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度

事業内訳

令和４年度（実績）

合　　　計 3,236 3,680

(補助額)

(補助額)

(補助額)

450(補助額) 607 450450

809 600

(補助額) 1,820 2,310

有機農業に対する
補助金

600

2,310

600

内訳
（具体的な内容）

事業費
（直接経費）

炭素貯留に効果の高い堆
肥施用への補助金 2,427 3,080

事業費
（直接経費）

事業費
（直接経費）

3,200

令和５年度（計画） 令和６年度（計画）令和４年度（計画）



事業Ｎｏ

(5)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

事業概要

地場産物の利用拡大と定着を目的として、生産現場と学
校給食や福祉施設などを結び付け、供給体制を確立しま
す。また、市内商業施設と連携し、即売会などを通じＰ
Ｒ活動の強化を行います。

関連する
個別計画・
根拠法令等

事業の開始・
終了

開始年度 平成21 年度 終了年度 令和10 年度

事業目的

学校給食や福祉施設などへの農産物供給体制の整備、市
内商業施設との連携、ＰＲ活動の強化等により地産地消
を促進します。

主な協働・
関連団体等

あいち海部農業協同組合

SDGs
連携分野

目標７.　すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する

目標13.　気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

基本計画

基本目標 4 【産業・雇用】 人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち 重点施策

施策目標 1 農水産業の振興 

主要施策
5

地産地消の促進

主要事業 地産地消促進事業

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

地産地消促進事業 産業振興課 農業振興グループ 令和5年7月18日



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

0

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

米消費拡大推進
事業

300

0

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

米消費拡大推進
事業

300

令和４年度

4

内訳
（具体的な内容）

米消費拡大推進
事業

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

300

0

(１) 農業用管水路の整備延長 

(３)経営発展・効率化に必要な農業用機械・施設の導入に対する補助件数（累積）

(４) 環境保全効果の高い営農活動実施面積 

(５) 地産地消ＰＲ件数 

(５) 各種団体による即売会件数

(６) ６次産業化への取組件数 

(２) 担い手への農地の利用集積面積 

現状維持

指標の分析 市内のイベントに参加して積極的なPR活動を行うことができました。

項目

妥当性

施策への貢献度

必要性

効率性

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

地元産食材の消費拡大を図るために、各種イベントの場に
おけるPR活動や検討会などが必要です。

令和４年度は夏と秋に市内のイベントに参加し、積極的な
PR活動を行うことができました。

イベントの場において、あいち海部農業協同組合にＰＲし
てもらうことで地元の米の強みをＰＲすることができま
す。また、学校給食に地元食材を使うことにより児童への
ＰＲとなります。

地元産食材のＰＲや導入により、消費拡大につながりま
す。

課長意見 方向性

本市のイベントである「やとみ青空市」の場におきまして、地産地消として地元農産物の消
費拡大を推し進めるため、事業の一環としまして米消費拡大である米の無料配布を行い、地
元農産物に対する地産地消のＰＲを行ってまいります。

評価視点 評価の結果

3 5件 1 1

3 5

件 6 6 8 9

件 1 2 0 1

10 15

ha 55 74 85 85

件 4 5

km 36.5 54.6 101 150

ha 650 748 900 1,000

0

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度

(補助額) 0

令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度

事業内訳

令和４年度（実績）

合　　　計 300 300

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額) 0 0

内訳
（具体的な内容）

事業費
（直接経費）

米消費拡大推進
事業

300 300

事業費
（直接経費）

事業費
（直接経費）

300

令和５年度（計画） 令和６年度（計画）令和４年度（計画）



事業Ｎｏ

(6)

■総合計画の位置づけ

■事業内容【ＰＬＡＮ】

事業概要

国、愛知県、関係機関等との連携のもと、指導・支援体
制の強化を図り、地域で収穫された農作物に対し生産・
加工・販売を一体的に行う６次産業化を推進します。

関連する
個別計画・
根拠法令等

弥富市園芸農産振興対策事業補助金交付要綱

事業の開始・
終了

開始年度 平成27 年度 終了年度 令和10 年度

事業目的

農業者の雇用・所得確保、集落定住社会の構築など、農
業生産と加工・販売の一体化や、地域の資源を活用する
新規産業の創出など、６次産業化の実現に向けた取り組
みを推進します。 主な協働・

関連団体等

６次産業化中央サポートセンター

愛知県

あいち海部農業協同組合

SDGs
連携分野

目標２.　飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する

目標８.　包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用
（ディーセント・ワーク）を促進する

基本計画

基本目標 4 【産業・雇用】 人と地域の資源を活かし、にぎわいを生み出すまち 重点施策

施策目標 1 農水産業の振興 

主要施策
6

農業の６次産業化の研究・推進

主要事業 ６次産業化活動促進事業

第２次総合計画実施計画事業評価シート《令和４年度分》

実施計画に係る事業名 課 グループ 作成日

６次産業化活動促進事業 産業振興課 農業振興グループ 令和5年7月18日



■事業費（単位：千円）【ＤＯ】

■事業の評価【CHECK】

■今後の進め方【ACTION】

0

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

0

42,600

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

農産加工・販売
設備の導入

42,600

令和４年度

1

内訳
（具体的な内容）

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

合　　　計

(補助額)

事業費
（直接経費）

42,600

42,600

(１) 農業用管水路の整備延長 

(３)経営発展・効率化に必要な農業用機械・施設の導入に対する補助件数（累積）

(４) 環境保全効果の高い営農活動実施面積 

(５) 地産地消ＰＲ件数 

(５) 各種団体による即売会件数

(６) ６次産業化への取組件数 

(２) 担い手への農地の利用集積面積 

現状維持

指標の分析
６次産業化に取組むための事業計画を策定するにあたり、県及び県のサポートセンターを活用して支援を行うことができ
ました。

項目

妥当性

施策への貢献度

必要性

効率性

・住民のために効果的なものであり、求められているか
・市民ニーズ、社会需要
・市民生活上必要であるか

・前年に比べてどのように工夫したのか
・コストの削減、費用対効果
・執行体制の効率性
・手段の最適性

・市・住民・団体で誰が実施するのが良いか

・施策への貢献度
・目標達成度
・市民サービスへの効果

６次産業化を行うことにより、農家の所得や雇用の増大を
図ることができ、また、地元食材の消費の拡大を図ること
ができます。

令和４年度は、既存の農家が事業拡大のため、新たな事業
を始めることにより、国の交付金を受けるための支援を行
いました。

各農家が行い、市や県等で情報提供などのフォローアップ
を行います。

６次産業化の促進は農家の所得拡大につながるため、重要
な事業です。

課長意見 方向性

地域資源を活用した６次産業化に興味がある生産者や事業者と情報を連携し、６次産業化に
伴う総合化事業計画などの推進を図ってまいります。

評価視点 評価の結果

3 5件 1 1 1 1

3 5

件 6 6 8 9

件 1 2

10 15

ha 55 74 85 85

件 4 5

km 36.5 54.6 101 150

ha 650 748 900 1,000

0

成果指標 単位
現状値 各年度の実績値 目標値(目指す方向性)

(平成29年度) 令和元年度 令和２年度

(補助額) 0

令和３年度 令和５年度 令和５年度 令和10年度

事業内訳

令和４年度（実績）

合　　　計 0 0

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

(補助額)

内訳
（具体的な内容）

事業費
（直接経費）

0

事業費
（直接経費）

事業費
（直接経費）

0

令和５年度（計画） 令和６年度（計画）令和４年度（計画）


